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福
祉
課
1
66
◆

1
1
0
6

身
体
障
が
い
者
の
方
に

結
婚
祝
金
を
支
給
し
ま
す

対
象
者　
市
内
在
住
の
身
体
障
が

い
者
の
方
で
、
今
ま
で
に
請
求

さ
れ
て
い
な
い
方

申
出
期
間　
婚
姻
届
提
出
後
1
年

以
内

祝　
金　
1
人
5
千
円

持
参
す
る
も
の　
身
体
障
害
者
手

帳
、
印
鑑
、
本
人
名
義
の
振
込

口
座（
郵
便
貯
金
は
不
可
）
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恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑

留
者
、
引
揚
者
の
皆
様
へ

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で

は
、
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑

留
者
、
引
揚
者
の
本
人
に
、「
特

別
慰
労
品
」を
贈
呈
し
て
い
ま
す

（
ご
遺
族
の
方
は
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん
）。

引
揚
者
は
、
終
戦
日
ま
で
引
き

続
き
1
年
以
上
外
地
で
生
活
し
て

い
て
、
戦
後
引
き
揚
げ
て
き
た
家

族
全
員
が
対
象
で
す
。

平
成
19
年
4
月
か
ら
始
ま
っ
た

こ
の
特
別
記
念
事
業
は
、
今
年
の

3
月
31
日
で
終
了
し
ま
す
。
ま
だ

請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
所
定

の
請
求
書（
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
先　
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金　
（
☎
０
１
２
０
◆

234
◆

933
）

※
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時
15
分

〜
午
後
5
時
15
分

産
業
振
興
課
1
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◆
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「
蒲
郡
市
中
小
企
業
緊
急
対
策
信

用
保
証
料
補
助
金
制
度
」を
創
設

売
上
の
減
少
、
原
油･

原
材
料

価
格
の
高
騰
な
ど
の
緊
急
経
済
対

策
と
し
て
、
新
た
に
信
用
保
証
料

補
助
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

内　
容　
融
資
時
に
愛
知
県
信
用

保
証
協
会
へ
払
っ
た
信
用
保
証

料
の
50
％
を
補
助
し
ま
す（
融

資
金
額
750
万
円
、
保
証
期
間
10

年
に
相
当
す
る
額
を
上
限
と

し
、
借
換
分
は
対
象
外
）

対　
象　
平
成
20
年
10
月
31
日
か

ら
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で

に
、
市
長
よ
り
中
小
企
業
信
用

保
険
法
第
2
条
4
項
第
5
号
の

認
定
を
受
け
、
こ
れ
に
基
づ
き

市
内
金
融
機
関
か
ら
借
入
を
さ

れ
た
方

そ
の
他　
商
工
業
振
興
資
金
に
係

る
信
用
保
証
料
の
補
助
率
も
50

％
に
引
き
上
げ
ま
し
た（
平
成

20
年
11
月
14
日
に
市
役
所
が
融

資
受
付
し
た
も
の
か
ら
対
象
）

環
境
課
1
66
◆

1
1
2
1

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を

携
帯
電
話
や
電
子
機
器
に
含
ま

れ
る
希
少
金
属（
レ
ア
メ
タ
ル
）

は
都
市
鉱
山
と
も
い
わ
れ
る
貴
重

な
資
源
で
す
。
レ
ア
メ
タ
ル
を
取

り
出
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

は
、
資
源
の
有
効
活
用
や
安
定
的

な
確
保
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
取

り
組
み
で
す
。

㈳
電
気
通
信
事
業
者
協
会
お
よ

び
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
産
業

協
会
が
運
営
す
る「
モ
バ
イ
ル
・

リ
サ
イ
ク
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

で
は
、
携
帯
電
話
販
売
店
に
お
い

て
、
使
用
済
み
の
携
帯
電
話
・
Ｐ

Ｈ
Ｓ
の
本
体
や
付
属
品
を
、
メ
ー

カ
ー
を
問
わ
ず
無
償
で
回
収
し
て

い
ま
す
。
回
収
の
際
に
は
、
個
人

情
報
な
ど
を
消
去
し
、
適
正
な
処

理
を
行
い
ま
す
。

問
合
先　
㈳
電
気
電
信
事
業
者
協

会
モ
バ
イ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
担
当

（
☎
03
◆

３
５
０
２
◆

０
９
９
１

http://w
w
w
.m
obile-recy

cle.net/index.htm
l

）

　たばこには、タールやニコチンなどの有害物質が200種類以上も含まれています。これら有害物質は吸
う煙（主流煙）より、たばこの先からでる煙（副流煙）のほうが高濃度です。そのため、周りの人の健康に影
響します。特に、小さな子どもや妊婦さんには、より大きな被害をもたらします。
☆子どもの場合
大人に比べ10倍ほどの影響力があります。特に、脳や骨格、呼吸器にダメージを与え、呼吸機能低下

や急性気管支炎、喘息、肺炎、中耳炎、乳幼児突然死症候群などの病気の原因となります。
☆妊婦さんの場合
低出生体重児、流産、早産の確率が高くなります。

☆喫煙者の家族の場合
肺がんの死亡率が1.5～2倍、心臓病の確率が高くなります。

たばこを吸う人は、吸わない人への思いやりをもち、
受動喫煙を防ぎましょう。
・喫煙者は、周りに悪影響を与えないよう配慮しましょう。
・人が多く集まる建物内では禁煙しましょう。
・家庭でも禁煙・喫煙場所を作ろう。
・歩きたばこはやめましょう。

受動喫煙を防ぎましょう

（健康がまごおり21計画より）
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